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                 aσ                   ＝M（σ）十m（σ，π）                 雄
とする．ここにM（σ）は系の構造を規定し，m（σ，π）は外乱Wの影響を表わす関数である．外乱π
が白色正規過程ζ（オ）（〈ζ〉＝0，〈ζ（オ）ζ（∫）〉＝σ2δ（ト∫））によって駆動される確率過程
                  aπ                    ＝M（σ）十ζ（広）                   励
であるとすれば，結合確率密度ρ（σ，π）の満たす方程式（合成系のFP方程式）
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を行たって九，ハを求め，∫を復元すると一般化FP方程式は
     ∂       ∂           ＾      ∂     ∂     ∂オ∫（・・1）＝’万（M（・）一M＊（・・左）■”（・・広））∫十∂。D（・・オ）万∫（・1広）
一たる形をとる．ここに〃＊，Mはそれぞれ，外乱の相乗性と，外乱の相関時間内に起る系の状態変化に伴
                                     aσ    ＾う移流速度Mの修正項，Dは拡散係数であって，外乱豚の影響を除去した方程式  ＝〃（σ）に従                                     倣
う非確率的過程σおよび外乱過程Wの知識から計算され，上記方程式が外乱の特性を鋭敏に反映する
ことを示している．
               r日本人の国民性調査」から
                                    坂 元 慶 行
 1953年以来の「日本人の国民性調査」によると，戦後日本人の意識変化の第一の特徴は，政治・社会
問題に対する意識や個人の生活信条だとが大きく変わってきたのに対し，身近な人間関係観には大きな
変化が見られないということである．また，第二の特徴は，意見変化のパターンが1973年を転換期とし
て二つの局面に分けられることで，1978年調査で多くの質問においていわゆる伝統回帰的な現象が現れ
たことである．そして，継続質問で見る限り，最近時（1988年）の調査結果もこの傾向の延長線上にあ
る．
 とはいえ，最近，その動向に特に顕著な変化の見られる事項もある．社会的不公平感の増大，金権志
向の蔓延，勤労意欲の低下ないしは勤労観の変化，利己的た人生観の増加，女性の活力に満ちた意見の
増加等はその例である．
 しかしながら，先にも述べたように，「日本人の国民性調査」の最大の研究成果は人間関係観の変化が
小さかったことを見出したことにあると思われる．人間関係は文化の基底であり，それが変化を示すと
すればその意味は重大である．ところが，たとえばNHKの調査によれば，r職場の同僚とたにかにつけ
相談したり，たすけあえるようたつきあいが望ましい」とする意見は，最近15年間に59％から45％へ
14％も減少しており，特にその半分はこの5年間の減少分である．
 旧来の人間関係が，特に職場において変わらなかったのは，それが産業化の推進機や国民の勤勉さと
心理的安定の維持など，実利的た機能を果してきたためであると考えられる．しかし，貧しさの解消や
労働の質の変化等，勤労者をめぐる最近の経済的環境条件の変化は，個人にとっての職場のウェイトを
軽減させ，旧来の集団主義を維持する根拠をつき崩しつつあるように思われる．上記のようだ人々の価
値観の変化をも考え合わせるとき，職場における全面的なつきあいの大幅な減少という調査結果は，単
